
専⾨家養成01

国際EAP協会認定コンサルタ
ントCEAP養成講座の開催

および、当協会認定�EAPコン
サルタント技能検定を
実施しています。
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共同研究、調査、効果測定 
EAPプログラムアドバイザリ

ー等を⾏っています。

調査・研究
会員向けに国際EAP協会が定期
発⾏している�EAジャーナル�の
⽇本語版抜粋、注⽬記事の提供を

⾏なっています。
同協会本部が公開している情報は、

当協会Webサイトにて
随時ご紹介しています。

03 広報

EAPA� Japan �B ranch �

⼀ 般 社 団 法 ⼈

国 際 E A P 協 会   ⽇ 本 ⽀ 部

国際EAP協会（EAPA）とは

運営実⾏委員 会員・賛助会員
理事⻑  市川佳居

副理事⻑ ⾓⽥ 透

理事   ⻄川あゆみ

     松井知⼦
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個⼈会員 

  年会費10,000円

  特典：会員専⽤ページへのアクセス他

  研修会無料参加他

   下⽥ 彬

���������⾕⼤助

���������⾕⼝知⼦

���������坪井智之

監事 塚原正明

監事 安原信之

賛助会員 

  年会費 60,000円�(2024年3⽉現在）

  特典： 会員専⽤ページアクセス

  賛助会員URLのリンクとバナー広告

  CEAP LMS受検料 年間1名様無料

  EAPコンサルタント技能検定・EAP⼊⾨講座開催可能

世界最⼤で最も古いEAPコンサルタントの専⾨家協会で、現在世界約40ヶ国にてEAP専⾨家が
活躍しています。当協会はすべてのEAPの実践現場において継続的に最⾼⽔準のサービスが

提供される事をミッションとして掲げ、EAP専⾨家の業務のサポートを⽬的として、
EAPに関する信頼性の⾼い情報を提供し、EAジャーナルの発⾏や、

専⾨家のネットワーク構築および研修を提供する⼤会を各国で実施しています。

この度、CEAP（国際EAPコンサルタント）資格制度を
リニューアルいたしました！

（リニューアル内容）
・⼿続きは⽇本語でできます。

・実務経験がなくても養成講座を受講し、試験を受けることができます。
・養成講座と試験はオンライン提供になり、再受験随時可能です。

・受験問題が改正され、⽇本の状況に即したEAP関連項⽬が出題されます。



CEAP （国際EAP協会認定EAPコンサルタント）は、世界で唯⼀のEAP専⾨家の
国際資格です。

1987年に⽶国で認定開始され、EAP会社、企業、団体、第三者評価組織、健康保
険会社、及びクライアントである企業や個⼈により広く認識されてきました。

⽶国の⼤⼿EAP会社ではCEAP保持を採⽤基準にしている場合もあります。
現在では、⽇本語、中国語に翻訳され、アジア、中南⽶、アフリカなどの各国の
EAP専⾨家の品質保持のための国際標準となっています。
CEAP保持者はEAPを⾏うために必要な知識を有しています。

CEAP認定プログラムは、国際EAP協会（EAPA）の中の組織であるEACC
（CEAP認証委員会）により講座内容、試験内容と合格基準が管理されています。

CEAPにはCEAP(⽶国)とCEAP−I (⽶国以外の国)のバージョンがあり、⽇本国内
では、CEAP- Iの⽇本語版を使⽤しています。CEAP−I⽇本語版は、国際EAP協会
の⽀部である、(⼀社)国際EAP協会⽇本⽀部(以下、当協会）により運営されてい
ます。

２０２３年度より、CEAP資格制度を刷新し、オンライン学習システム、
確認テスト、メンターリングの導⼊により、

 １）�ご⾃分の時間に合わせて受講がしやすくなりました。

 ２）�従来の年1回のテストではなく、講義を聞いた後に５つのモジュールごとに
 テストがあり、正解できるまで何回でもやり直せる試験になりました。

 ３）�養成講座の拡充および、メンター制度の導⼊によりEAP未経験者も
 受験が可能になりました。

 ４）�EAPの業務経験、⾏動科学系の修⼠号がない⽅も受験できるように
 なりました。

CEAP（国際EAPコンサルタント）資格について
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CEAP(国際EAPコンサルタント)取得するには
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トラックごとの講座

CEAP受験のためには、経験、学歴によって、４つのトラックがあります。
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Ｅ Ａ Ｐ と は 、 職 場 に 於 け る 健 全 な ⼈ 的 運 営 と ⽣ 産 性 の 向 上 を ⽬ 的 と し て 、 組 織 と 個
⼈ に 対 し て 提 供 さ れ る プ ロ グ ラ ム で す 。 そ の 範 囲 は 幅 広 く 組 織 へ の 戦 略 的 問 題 か ら
社 員 と そ の 家 族 個 々 ⼈ へ の 個 ⼈ 的 な 問 題 を 扱 い ま す 。

職 場 の プ ロ グ ラ ム と し て Ｅ Ａ Ｐ を 提 供 す る ス タ イ ル は 多 様 で あ り 、 そ の 組 織 の サ イ
ズ 、 事 業 内 容 、 ニ ー ズ ご と に よ っ て Ｅ Ａ Ｐ プ ロ グ ラ ム の デ ザ イ ン を 実 施 し ま す 。

⼀ 般 的 に Ｅ Ａ Ｐ で は 専 ⾨ 家 に よ っ て 次 の ２ つ の サ ー ビ ス が 提 供 さ れ ま す 。
１ ） 職 場 の ⽣ 産 性 、 健 全 な 運 営 の 維 持 お よ び 向 上 、 ま た そ の 組 織 ニ ー ズ に 対 し て の
提 ⾔ を ⾏ い ま す 。

２ ） ⼈ 間 の ⾏ 動 と メ ン タ ル 上 の 健 康 に 関 す る 専 ⾨ 家 の ノ ウ ハ ウ を 通 じ て サ ー ビ ス ⾏
い 、 従 業 員 を ク ラ イ ア ン ト と し て 個 ⼈ 的 な 問 題 の 整 理 や 解 決 を 援 助 し ま す 。 個 ⼈ 的
な 問 題 は 、 健 康 （ ウ エ ル ネ ス ）、 メ ン タ ル 、 家 族 、 経 済 問 題 （ 借 ⾦ な ど ）、 ア ル コ ー
ル 、 薬 物 、 法 律 、 感 情 、 ス ト レ ス 、 な ど 仕 事 の 結 果 に 影 響 を 及 ぼ し う る 様 々 な 問 題
に 及 び ま す 。 �

ＥＡＰ(Employee �Ass i s tance �Program)の定義�

ＥＡＰのコアテクノロジー
〜EA専⾨家（EAPコンサルタント）の基本業務８項⽬〜
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当協会はアメリカ合衆国ヴァージニア州に本拠地をおくEAPA（国際EAP協会）の
⽇本⽀部として設⽴されました。

EAP (Employee �Ass i s tance �Program/従業員⽀援プログラム) の普及、
推進、⼈材育成を⾏なっています。

EAＰは1990年代後半から国内にも徐々に浸透してきていました。2007年には
EAPの国際資格であるCEAP（Cert i f i ed �Employee �Ass i s tance
Pro fess iona l � /国際EAP協会公認ＥＡＰコンサルタント）の資格試験内容の⽇本
語翻訳が完了、国内におけるEAP専⾨家育成の基盤ができました。 
このCEAP資格はEAPの専⾨家を表す資格で⽶国以外の世界各国で通⽤する資格
です。

2008年企業のメンタルヘル体制を⽀援するプロ育成を強化するため当協会は
CEAP- Iの普及促進を強化していくことを決定しました。�
�
現在、⼀般社団法⼈とし、EAPAの⽇本国内における唯⼀の⽀部としてCEAP資格
者の増加を推奨し、保持者の継続教育、事例検討会などの活動を通してEAP専⾨家
のネットワーク強化、情報共有の場の提供等を⾏なっております。

倫理綱領に共感でき、活動内容にご興味がある⽅で、これからEAPを勉強したい、
EAPコンサルティングができるようになりたい、既に産業領域でヒューマンサービ
スの仕事をしている⽅々を歓迎します。

【2023年3⽉ CEAP表彰式. �明治記念館にて】

当協会のご紹介
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｟左から｠
松井知⼦ 理事
Dan �Bo i s sonneau l t � EAPA �P res ident
Ju l i e � Swar t s � EAPA �CEO
⻲⽥⾼志 理事

｟CEAP合格者の皆さんと共に｠
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講師陣のご紹介（五⼗⾳順）

市川�佳居 講座名「MHアセスメント&リファー」「プログラムデザイン」
(⼀社)国際EAP協会�⽇本⽀部理事⻑。レジリエ研究所所⻑。APEAR(アジア太平洋EAP円卓会議）

会⻑。⽇本国内およびアジア太平洋地域において、EAP�およびレ�ジリエンスを推進。CEAP、

医学博⼠、公認⼼理師、臨床⼼理⼠、⽶国カリフォルニア州LCSW。

著書：「職場ではぐくむレジリエンス」、「EAPハンドブック」、「働く⼥性のヘ�ルスケアガイド〜おさ

えておきたいスキルとプラクティス」等。

⽊村�充 講座名「依存症アセスメント」
独⽴⾏政法⼈国⽴病院機構久⾥浜医療センター 副院⻑。医学博⼠、精神保健指定医、精神科専⾨

医制度指導医、精神科専⾨医。⽇本アルコール・アディクション医学会 評議員。

⼩林�絵理⼦�講座名「CBTの基礎：ACTを中⼼に」
TIP (東京インターナショナルサイコセラピー)�共同代表。⽶国カリフォルニア州サイコロジスト、

臨床⼼理⼠、博⼠（カウンセリング⼼理学）、認知⾏動療法（アクセプタンスコミットメントセラピ

ー）及び異⽂化間⼼理学を専⾨とする。�

⽊下�芳美 講座「倫理研修」
ワークライフ・エンカレッジ株式会社�代表取締役。CEAP、公認⼼理師、シニア産業カウンセラー、

キャリアコンサルタント、教育ファシリテーション修⼠。

外部EAPとして企業に定期訪問し、カウンセリング、コンサルテーション、教育研修に従事。

また、医療機関において、カウンセラーならびに、リワークプログラムでの講師として、復職⽀援

に携わる。組織開発やグループアプローチで、よりよい職場づくりのコンサルも⾏っている。

⼤庭�さよ 講座名「職場復帰⽀援」
臨床⼼理⼠・公認⼼理師・キャリアコンサルタント。メンタルサポート＆コンサル東京代表、

VISION�PARTNER�メンタルクリニック四⾕エグゼクティブカウンセラー。

慶應義塾⼤学法学部卒業後、都市銀⾏に⼊⾏。退職後、慶應義塾⼤学⼤学院社会学研究科に進学

し、博⼠課程在学時から医療法⼈社団弘富会神⽥東クリニック∕MPSセンターにてカウンセリン

グ、コンサルテーション、組織サーベイ、教育・研修に携わり、2021年3⽉末までMPSセンター⻑

を務める。2021年４⽉よりメンタルサポート＆コンサル東京を⽴ち上げる。
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柴⽥�喜幸 講座名「インストラクションデザイン」
産業医科⼤学 産業医実務研修センター副センター⻑・教育教授。熊本⼤学⼤学院教授システム学

専攻博⼠後期課程満期単に取得退学。専⾨�教育設計学。社会⼈教育事業に携わったのち、2008年4

⽉より現職。東京医科⻭科⼤学、熊本⼤学、三重⼤学、佐賀⼤学、広島⼤学等の⾮常勤准教授・講

師等歴任。全国医師会、企業・団体、教育事業者等の研修講師、コンサルティングを⾏う。

主な著書：「産業保健スタッフのための�教え⽅２６＋５の鉄則」、「上司・リーダーのための不安全⾏

動改善の⼿引き」等。
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講師陣のご紹介（五⼗⾳順）

瀬⼾⼭�聡⼦ 講座名「短期問題解決型カウンセリング」
帝京平成⼤学健康メディカル学部⼼理学科教授。博⼠（学術）。公認⼼理師、臨床⼼理⼠、

産業カウンセラー、キャリアコンサルタント。総合商社に勤務後、⼤学院へ進学。修⼠課程修了後

より精神科クリニック・外部EAP機関にて個⼈と組織を対象とする⼼理職・EAPコンサルタント・研

究職として勤務後、2020年より現職。

⼾津崎�貴⽂ 講座名「産業保健とは」
⼾津崎労働衛⽣コンサルタント事務所 所⻑。医師、産業医、労働衛⽣コンサルタント。

産業医科⼤学 ストレス関連疾患予防センター特命講師。

製鉄業、⾦融業の産業医を経て、現在、総合プロフェッショナルファームの産業医として勤務。

新開�隆弘 講座名「精神科の薬」
産業医医科⼤学医学部精神医学教室准教授。精神科専⾨医・指導医。産業現場においてメンタルヘ

ルスの重要性はますます⾼まっています。職場のメンタルヘルスを専⾨に統合失調症、気分障害、

依存症、発達障害、認知症など、代表的な精神疾患の理解と実践的な対応についてわかりやすく解

説いたします。�

主な著書：「事例に学ぶ職場のメンタルヘルス―産業医・精神科医のレポート�(中災防新書)」

「精神疾患と遺伝 臨床精神医学講座S11巻（中⼭書店）」

06

⻄川�あゆみ 講座名「EAP-CIR クライシスケア」
WorkWay�株式会社 取締役会⻑、国際EAP協会⽇本⽀部 理事、

NPO法⼈メンタル・レスキュー協会 理事。CEAP。アメリカの⼤学院修了後、⽇本モトローラで

EAP事業⽴ち上げ、後に独⽴起業し、2002年に株式会社イープ創業、代表取締役。以来、EAPの最

前線で活躍。

宮中�⼤介 講座名「ストレスチェック」
EAP会社にてストレスチェック事業、新規事業開発部⾨の部⾨⻑を経て、株式会社ベターオプショ

ンズ代表取締役就任。ストレスチェック開発、職場環境改善、エンゲージメントサーベイ、

パルスサーベイ等の⼈事関連サービスを多数開発。慶応義塾⼤学総合政策学部島津明⼈研究室、特

任助教。公衆衛⽣学修⼠。�

渋⾕�英雄 講座名「EAPコンサルタント技能検定」
CEAP。法政⼤学、東洋⼤学⼤学院、東京⼤学⼤学院を経て臨床⼼理⼠。航空会社勤務後、⼤学院に

進む。5社以上の⼤⼿企業相談室勤務を活かし、現在ピースマインド株式会社にてメンタルヘルス講

師。国際EAP協会資格委員⻑、⽇本オンラインカウンセリング協会理事、東洋⼤学総合情報学部客

員教授（スポーツ⼼理学）等を務める。
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賛助団体の講師陣のご紹介
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⽥村�三太
（⼀社）MHCリサーチ＆コンサルティング代表理事。CEAP、精神保健福祉⼠、キャリ

アコンサルタント。精神障害者の社会復帰⽀援を経て、働く⼈向けのカウンセリング、

コーチング、コンサルテーション、研修、復職⽀援等を⾏っており、これまでのメンタ

ルヘルス及びキャリアに関する相談実績は10,000⼈以上。専⾨分野：復職⽀援、⾃殺へ

の危機介⼊、企業のストレスチェック及び集団分析、⼤学⽣のキャリアカウンセリン

グ、セルフケア、ラインケア研修等。

なかたに�博之
⼀般社団法⼈EAPコンサルタントネットワークぐんま代表理事

活き活き職場づくり研究所代表。

CEAP、公認⼼理師。製造業での16年間の技術職経験を経て、現場改善コンサルタント

に転⾝。2015年よりEAPコンサルタントとして独⽴し、ストレスチェックの導⼊、職場

改善⽀援、各種研修を通じて企業と従業員の⽣産性及び働きがいの向上に寄与。専⾨知

識と実務経験を駆使し、多様なニーズに応じた実践的な解決策を提供することで、企業

と従業員双⽅の発展を⽀援。

下⽥�彬
CEAP、TeamSTEPPS�Master�Trainer、レジリエ・コーチ、ヘルシーリレーションイン

ストラクター。World�Life�Mapping�Inc.�代表。医療組織健康マネジメント協会 副理

事⻑。

EAPを軸とし、病院や企業に対して情報システムを活⽤した組織改善を⾏う。

筑波⼤学 知的システム主専攻 サイバニクス研究室出⾝。�在学中に起業。

坂部�善久
早稲⽥⼤学卒業後、リクルートグループ、⾸都圏EAP会社勤務を経て、2003年地元静岡

県に戻り、東海初のEAP専⾨会社を設⽴。医師、保健師、公認⼼理師、社労⼠30名体制

で、地⽅都市の⼤⼿・中堅企業、⾃治体向けにBroad�Brush(幅広い)型のEAP事業を展

開している。メンタルヘルスやカウンセリングに留まらず、⼈や組織の課題全般に対

応。近年は健康経営、⼈的資本経営に関する助⾔や制度構築にも⼒を注いでいる。

ISO30414（⼈事マネジメント）リードコンサルタント/アセッサー、⽇本産業ストレス

学会理事。

⾕⼝�知⼦
（⼀社）⽬⽩⼼理総合研究所�理事⻑、RoomTurnBlue�代表

（⼀社）国際EAP協会⽇本⽀部�ブロードブラッシュ推進委員会委員⻑

CEAP、公認⼼理師、臨床⼼理⼠、キャリアコンサルタント、CBT�Extra�Professional®

国家公務員を辞めて⼼理職として⽣きることを決意。その後は、教育、司法、医療、産

業領域において幅広く臨床経験を積む。現在は、EAPをはじめとしたメンタルヘルス向上

に関する活動や、認知⾏動療法を中⼼とした⼼理およびキャリア⽀援活動を⾏う傍ら

で、認知⾏動療法セラピストおよびEAPコンサルタントの育成にも⼒を注いでいる。
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⾕⼝�知⼦
 (略歴は講師紹介ページ参照)

楳⽥�京⼦
Master�of�Education�(M.Ed.)�in�Counseling、公認⼼理師。臨床⼼理⼠。CEAP。�企業内カウンセ

リング、EAPカウンセリング経験20年以上。バイオフィードバック等の専⾨スキルを有する。

霜⽥�道⼦
CEAP。公認⼼理⼠。⼤学にて⽣理⼼理学を学ぶ。卒業後、化粧品会社研究所にて脳波・⼼拍等の⽣

理指標から情動を計測する研究やスキンケア商品の開発に従事。現在はカウンセリングストリート株

式会社にて研修やe-ラーニングの開発、産業医体制の導⼊⽀援、研修講師、カウンセラー等をしてい

ます。

研修内容：ラインケア研修（基礎編・発症後対応編） セルフケア研修 ハラスメント防⽌研修 

傾聴研修 等

新名�佐代
CEAP。キャリアコンサルタント。⼀般社団法⼈�職場のメンタルヘルス⽀援委員会 代表理事。IT企

業にてコンサルタントを約20年務める。またその間プレイングマネージャーとして組織のマネジメ

ント職を経て⼈事の専任となり、採⽤、⼈事制度の改定、⼈材開発、衛⽣管理体制やストレスチェッ

ク制度の⽴ち上げに従事。

現在、IT系企業で⼈事を担当しながら、キャリコンとしての活動を⾏う。

菅原�朋⼦
CEAP。現在は、⼀般企業にてEAPを提供しています。前職は⼤学のハラスメント相談室ですが、セ

クシュアルマイノリティ相談や外国⼈労働者の相談⽀援などに携わる機会に恵まれました。職能団体

では、メディア連携委員会に所属しています。キャリアのスタートは精神科医療機関でした。個⼈的

には、障害学や社会学、⼼理学、社会福祉論、ジェンダー論といった学際的な環境で修⼠課程を学

び、現在は課題解決のデザインについて勉強中です。⽀援者⽀援の仕組みづくりを志しています。

⾕�⼤助
CEAP。国際EAP協会⽇本⽀部理事。総合⼈財会社のEAP部⾨の責任者として、EAP・職場のメンタ

ルヘルス対策に関するコンサルティングをはじめストレスチェックに伴う組織（集団）分析に関わる

アドバイジングや各種研修の講師、その他全サービスの品質管理者として組織と従業員の⽣産性向上

のための活動に従事した後、独⽴。

「安全衛⽣教科書�メンタルヘルス・マネジメント(R)検定Ⅱ種・Ⅲ種テキスト＆問題集」（翔泳社）

第4章執筆。

⽥村�三太
 (略歴は講師紹介ページ参照)
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宮澤�有⾥
レジリエ研究所株式会社 主任研究員。CEAP。臨床⼼理⼠。公認⼼理師。レジリエコーチ。航空会

社、⼤⼿幼児教育研究所を経て、2019年より現職。当研究所では、抑うつ、パーソナリティ、レジリエ

ンス研究やストレスチェックの組織分析などの統計解析を担当する。公的機関、企業内外でコンサルタ

ントとして研修、コーチングを⾏う。幅広い世代に⼼理検査も提供している。⾏動科学研究専⾨。

野⼝�敬⼦
CEAP。臨床⼼理⼠。公認⼼理師。学校現場や医療系⼤学健康管理センターでの相談活動を経て、外部

EAP会社に勤務。独⽴後、企業・公的機関にて広く相談活動を展開。20年余にわたり、従業員のメンタ

ルヘルス対策・危機対応・惨事における⽀援から、⼈事・産業保健スタッフへのコンサルテーション、

管理職教育・職場環境改善・組織⼒強化を⽬指したコンサルテーション、研修・啓発活動まで幅広く

担う。

湯佐�真由美
外資系⾷品メーカーで営業、営業企画に従事したのち、臨床⼼理学を学ぶ。⼤学院在学中より、総合病

院にてカウンセリング、集団療法などを⾏い、そののち外部EAPにて個⼈への⽀援、マネジメントコン

サルテーション、ストレスチェック、組織改善などに従事。現在は、再就職を⽀援する企業にてキャリ

アを中⼼とする⽀援を⾏っている。資格など：CEAP、公認⼼理師、社会福祉⼠、精神保健福祉⼠、キ

ャリアコンサルタント、第⼀種衛⽣管理者、臨床⼼理⼠。

なかたに�博之
 (略歴は講師紹介ページ参照)

塚原�正明
CEAP。特定社会保険労務⼠。認定専⾨公認⼼理師。国際EAP協会⽇本⽀部監事。社会保険労務⼠法⼈ 

ウェルビーイング代表。組織が健康的に機能し、個々⼈が能⼒を発揮し達成感を感じられる職場づくり

を⽀援しています。具体的には、社会保険・労働保険の⼿続、労務相談、⼈事制度構築、マネジメント

研修、育児・介護・治療と仕事の両⽴⽀援、⼼理カウンセリング、コーチングを実施しています。
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堀惠⼦
臨床⼼理⼠、公認⼼理師。精神科臨床を10年、⼩児科臨床を10年経たあと、1998年に「ながら⼼理相

談室」を開設。2004年、精神分析学会認定精神分析的⼼理療法⼠取得。⼦どもから⼤⼈まで個⼈カウン

セリングを中⼼に提供してきたが、不調をきたす職場環境に働きかける必要性を感じて2011年にCEAP

取得。名古屋EAPコンサルタント研究会を設⽴し、産業メンタルヘルスに関わる異業種交流を図り、そ

の仲間たちと中⼩企業や児童福祉施設の職場環境改善に取り組んだ。

2019年、「こころのげんき株式会社」を設⽴。2022年、松本拓真先⽣（岐⾩⼤学）と共に、⼦どもの⼼

の⽀援とEAPとを結びつけた「ここあプロジェクト」を開始する。


